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自然をたいせつにし、美しいまちをつく
りましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりまし
ょう

礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちを
つくりましょう

元気で働き､豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつく
りましょう
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躯
洞
は
、
「
お
手
植
え
行
事
」
が
大
子
匝
局
柴
台
で
、
調
日
は
、
高
萩
市
一
高
萩
で
の
「
お
手
ま
き
行
事
」

下
手
綱
で
「
お
手
ま
き
行
事
」
の
り
〈
ｌ
サ
ル
が
、
そ
れ
ぞ
れ
本
番
さ
な
が
一
ｌ
サ
ル
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
午
前

第
”
回
全
国
植
樹
祭
総
合
γ
〈
ｌ
サ
ル
が
、
さ
る
４
月
背
と
郡
日
の
２
一
両
陛
下
の
代
役
は
秋
山
中
の
二
人

日
間
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
。

ら
順
調
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

一
卵
分
県
警
音
楽
隊
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ

》
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リ
ハ
９
時

お手まきリハーサルの両陛下代役の大部君と弓野さん。介添えは関県林業種苗協組理事長（左）
と鈴木高萩市長（右）

で
始
ま
り
、
国
旗
、
国
土
緑
化
推
進
委

員
会
旗
、
県
旗
掲
揚
の
あ
と
、
山
本
茨

城
県
副
知
事
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
、

時
７
分
ち
ょ
う
ど
白
バ
イ
の
先
導
で
天

皇
・
皇
后
両
陛
下
が
ご
到
着
。
竹
内
茨

城
県
知
事
の
ご
先
導
で
特
別
奉
迎
者
の

お
迎
え
の
な
か
、
両
陛
下
は
お
手
ま
き

床
へ
・
…
：
。

天
皇
陛
下
に
は
、
関
茨
城
県
林
業
種

苗
協
組
理
事
長
、
皇
后
陛
下
に
は
、
鈴

木
高
萩
市
長
が
そ
れ
ぞ
れ
介
添
え
を
し

て
、
〃
す
ぎ
″
と
〃
い
ち
よ
う
″
の
籾

子
の
お
手
ま
き
は
完
了
。
お
手
ま
き
を

終
え
ら
れ
た
両
陛
下
を
場
内
全
員
が
万

歳
を
三
唱
。
日
の
丸
の
小
旗
を
ふ
る
ご

奉
送
の
中
、
白
バ
イ
の
先
導
で
、
両
陛

下
は
ご
退
席
に
な
り
ま
す
。

こ
の
あ
と
、
市
内
の
高
令
者
代
表
、
人

が
、
記
念
播
種
床
に
〃
や
ぶ
つ
ば
き
″

な
ど
５
睡
類
の
唖
子
を
ま
き
「
お
ま
き

行
事
」
は
、
す
べ
て
時
間
ど
お
り
終
了

し
ま
し
た
。

つ
・
づ
い
て
、
午
前
、
時
訓
分
か
ら
荒

天
を
想
定
し
た
、
荒
天
会
場
で
の
リ
ハ

ｌ
サ
ル
も
行
な
わ
れ
、
荒
天
リ
ハ
ー
サ

ル
も
順
調
に
予
定
ど
お
り
終
了
し
ま
し

た
。
｛
こ
の
日
、
天
皇
陛
下
の
代
役
と
し
て

大
部
直
樹
君
Ⅱ
秋
中
３
年
（
皿
歳
）
、

皇
后
陛
下
に
は
、
弓
野
康
子
さ
ん
Ⅱ
秋

中
３
年
（
皿
歳
）
溌
選
ば
れ
ぶ
ご
と
両

陛
下
の
代
役
を
な
し
と
げ
ま
し
た
。

⑤
関
連
記
事
は
２
．
ヘ
ー
ジ
に



一

７
－
い
よ
い
よ
今
月
は
、
第
〃
回
全
国
植
樹
祭
が
県
下
大
子
町
と
高
萩
市
の
二
一

２
－
会
場
で
開
か
れ
ま
す
。

く
一
植
樹
行
事
は
５
月
蛎
日
（
日
曜
日
）
大
子
町
で
、
お
手
ま
き
行
事
は
翌
一

凸
守
４
』

巌
．
一
別
日
（
月
曜
日
）
高
萩
市
下
手
綱
の
会
場
で
、
さ
ら
に
記
念
行
事
と
し
て
林
一

溌
心
一
業
展
示
が
５
月
理
日
（
土
曜
日
）
か
ら
昭
日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
７
日
間
那
一

ゆ
り
①
●
◆
●
画

蕊
弛
一
珂
町
の
林
業
試
験
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

①
恥
◆
小
ｏ
岬
一

》
識
こ
の
植
樹
祭
に
は
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
一
」
来
県
に
な
り
、
お
手
植
え
一

き
一
お
手
ま
き
を
さ
れ
る
ほ
か
、
県
内
各
所
を
一
」
視
察
に
な
ら
れ
索
す
。
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‐
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お
手
ま
き
会
場
は
、
国
鉄
常
磐
線
高

１力た

萩
駅
か
ら
西
北
へ
約
４
キ
ロ
、
面
積
は

報
‐
２
．
３
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
場
内
の
ほ
ぼ

席
中
央
に
、
県
の
特
震
で
あ
る
稲
田
“

市

》
が
臨
鱗
雛
瞬
灘
識

下
ご
撫
鑪
零
下
心
鋳
聿
雲
〃
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り
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◆

ぬ

◇
・
も
◇
Ｄ

ｐ

Ｏ

。

◆

◇

今

榊
》
：

●
０
吟
◆
ｆ
品

式
典
場
は
、
こ
の
お
手
ま
き
床
を
中

》
》
‐
訓

陛
に
‐
に
繧
腫
正
方
膨
で
右
に
霧
馴
一

●
ひ
◆
●
◆
●
山

般
の
招
待
者
席
、
左
に
高
令
者
、
一
般

殿
ｎ
Ⅲ
凸
招
待
者
席
、
そ
し
て
会
場
の
外
周
道
路

両
。
周
に
喜
康
亨
羅
意
儒
樋
嘩
魏
“

事

金
。
ザ
》

ｗ
》
錨
》

◆
ｏ
ｆ
や
。
▲秘
織
置
さ
れ
て
い
ま
す
＠

行
，
艤
馴
分
開
会
灌
告
フ
ア
ン
ブ
γ

后

・
承
締
金癖
卦
己
’
し
、
花
火
打
上
げ
が
あ
り
、
参
会
者

皇
ま
鱸
騨
詠
灘
霊
「

◆
ワ
ジ》

手
胃
て
森
よ
」
演
簔
で
国
土
緑
化
擦
遣

熱
遮弗
究
金
●

蕊
委
員
会
旗
、
「
茨
城
県
民
の
歌
」
演
奏

お
で
県
旗
が
そ
れ
ぞ
れ
高
萩
市
森
林
愛
護

日

皇
．
Ｉ
ゞ
隼
剛
。
季
で
掲
隠
…

Ｊｐ
写

”

４

幻

牛

９
．

，
廷
９
時
別
分
国
土
緑
化
推
進
委
員
会

天
“
長
と
山
撫
菱
簸
鶴
副
知
…
い
ゞ

１第
ゞ
口
伺

く

殿
５

つ
の
あ
と
、
奉
迎
上
の
注
意
と
花
火
が

打
上
げ
ら
れ
吹
奏
楽
演
奏
が
あ
る
。

◆
④
◆
◇
◇
曲

●
●
◆

◆
●
凸

扣
時
７
分
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
に

織
蹄

〆

､‐'

は
、
お
車
で
式
典
場
に
ご
到
着
に
な
り

竹
内
茨
城
県
知
事
の
ご
先
導
で
特
別
奉

迎
者
の
お
迎
え
の
な
か
お
手
ま
き
床
へ

扣
時
８
分
天
皇
陛
下
に
は
、
関
茨

城
県
林
業
種
苗
協
組
理
事
長
の
介
添
で

「
す
ぎ
種
子
」
３
０
０
グ
ラ
ム
を
お
手
ま

き
に
、
皇
后
陛
下
に
は
、
鈴
木
高
萩
市

長
の
介
添
で
「
い
ち
よ
う
種
子
」
７
０
０

グ
ラ
ム
を
お
手
ま
き
に
な
り
ま
す
。

こ
の
お
手
ま
き
用
種
子
は
、
昨
年
皿

月
県
林
業
試
験
場
で
採
取
さ
れ
、
活
力

を
保
持
す
る
た
め
冷
温
保
存
し
て
い
た

も
の
で
、
す
ぎ
種
子
は
、
１
グ
ラ
ム
３

５
０
粒
で
最
終
得
苗
本
数
は
２
，
０
０

０
本
で
す
。
い
ち
よ
う
種
子
は
、
１
グ

ラ
ム
－
粒
で
最
終
得
苗
本
数
は
、
３
０

０
本
に
な
り
ま
す
。
こ
の
両
種
子
は
、

苗
木
と
な
る
昭
和
弘
年
春
に
学
校
、
お

よ
び
公
共
施
設
な
ど
に
配
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

扣
時
扣
分
お
手
ま
き
の
終
え
ら
れ

た
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
は
茨
城
県
知
事

の
ご
先
導
で
ご
退
席
に
な
り
、
国
土
緑

化
推
進
委
員
会
々
長
の
発
声
に
よ
り
万

歳
を
三
唱
し
、
両
陛
下
を
祝
福
し
ま
す

Ⅲ
時
世
分
吹
奏
楽
演
奏
一
の
中
、
天

皇
・
皇
后
両
陛
下
に
は
、
参
会
者
一
同

が
見
送
る
な
か
お
車
で
、
北
茨
城
市
へ

向
け
ご
出
発
に
な
り
ま
す
。

扣
時
掲
分
記
念
播
種
。
吹
奏
楽
演

奏
の
う
ち
お
手
ま
き
床
か
ら
外
周
道
路

の
内
側
、
東
南
の
一
隅
に
位
置
す
る
記

「
す
ぎ
」
と
「
い
ち
ょ
う
」
の
種
子
を
お
手
ま
き
に

晴
、
荒
天
の
会
場
決
定
は
、
当
日
、

午
前
５
時
妬
分
に
、
気
象
観
測
所
の
調

査
に
基
づ
い
て
、
会
場
決
定
特
別
委
員

会
か
ら
発
表
さ
れ
、
午
前
６
時
に
地
元

で
は
、
花
火
を
合
図
に
知
ら
さ
れ
る
こ

念
播
種
床
で
、
市
内
の
高
令
者
の
代
表

加
名
が
森
林
愛
護
少
年
団
の
介
添
で
、

「
や
ぶ
つ
ぱ
き
」
「
す
だ
じ
い
」
「
も
み

じ
」
「
え
ご
の
き
」
「
し
ら
か
し
」
の

５
種
類
の
種
子
を
ま
き
ま
す
。

扣
時
円
分
閉
会
全
員
起
立
の
も

と
に
、
吹
奏
楽
隊
が
「
君
が
代
」
を
吹

奏
す
る
う
ち
に
、
国
旗
、
国
土
緑
化
推

進
委
員
会
旗
、
県
旗
が
同
時
に
降
納
さ

れ
、
花
火
が
打
上
げ
ら
れ
て
、
お
手
ま

き
行
事
は
、
時
加
分
に
閉
会
し
ま
す
。

ー

芒
ノIし

天
に
一
ぼ
特
設
会
場
で

建
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
手
ま
き
行
事

終
了
後
、
苗
木
を
育
成
し
た
跡
地
は
、

県
か
ら
高
萩
市
に
譲
渡
さ
れ
、
市
民
の

憩
い
の
場
と
し
て
整
備
さ
れ
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

５
時
弱
分
県
内
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
Ｉ

Ｂ
Ｓ
の
放
送
を
通
じ
て
知
ら
さ
れ
ま
す

荒
天
の
場
合
に
は
、
荒
天
特
設
会
場

（
管
理
棟
）
で
お
手
ま
き
行
事
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

鴎
こ
の
荒
天
会
場
は
、
さ
る
４
月
お
日

に
完
工
式
が
あ
り
山
本
県
副
知
事
、
農

林
水
産
部
長
、
高
萩
市
長
な
ど
地
元
関

係
者
を
含
め
約
加
入
が
出
席
し
て
行
な

わ
れ
た
も
の
で
、
室
内
に
は
、
お
手
ま

き
行
事
式
典
場
な
ど
完
備
さ
れ
、
面
積

３
１
８
平
方
メ
ー
ト
ル
で
木
造
、
平
屋

郵
政
省
で
は
、
国
士
緑
化
運
動

の
別
円
切
手
を
５
月
配
日
か
ら
発

行
す
る
ほ
か
、
型
日
の
お
手
ま
き

会
場
に
は
、
臨
時
郵
便
局
を
開
設

し
国
土
緑
化
運
動
特
殊
通
信
日
付

印
、
一
小
型
記
念
通
信
日
付
の
押
印

及
び
引
受
消
印
が
行
な
わ
れ
ま
す

｜
ま
た
、
日
本
専
売
公
社
で
も
、

記
念
タ
バ
コ
な
ど
の
発
売
を
し
ま

す
。

牙
灘
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喀
ｒ

と
こ
ろ

相
談
員

市
政
モ
ニ
タ
ー
別
人
の
顔
ぶ
れ
き
ま
る

市
民
総
参
加
の
対
話
行
政
を
進
め
る
を
モ
ニ
タ
ー
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま

た
め
、
市
で
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
市
す
．

民
の
方
の
声
を
求
め
る
こ
と
に
力
を
そ
市
政
モ
’
一
タ
ー
は
つ
ぎ
の
方
々
で
す
。

そ
い
で
い
ま
す
。
、
渡
辺
仙
之
介
、
道
上
俊
夫
、
（
高
萩
）
、

こ
の
モ
↓
一
タ
ー
制
度
は
、
市
民
の
方
坂
本
善
興
、
・
舟
生
進
（
秋
山
）
、
村
岡

の
毎
日
の
生
活
の
中
で
起
き
る
市
政
へ
通
男
“
（
本
町
〕
、
北
村
勇
太
郎
（
春
日

の
苦
情
や
ご
要
望
の
ほ
か
、
住
承
よ
い
町
）
、
村
山
栄
一
（
島
名
）
、
石
川
広

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
ご
提
言
な
ど
モ
・
子
、
”
飯
塚
武
（
高
浜
町
）
、
、
岡
野
道
子

一
一
タ
ー
の
方
を
通
じ
て
お
聞
か
せ
い
た
関
根
利
雄
（
上
手
綱
）
、
弓
野
勝
男

だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
（
中
戸
川
）
、
佐
々
木
久
子
、
池
沢
博

ご
意
見
や
苦
情
な
ど
モ
’
一
タ
ー
の
方
（
安
良
川
）
、
皆
川
哲
夫
（
高
戸
）
、

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
ま
す
と
、
市
民
野
見
山
弓
子
（
肥
前
町
）
、
大
賀
正
盛

活
動
担
当
が
窓
口
と
な
っ
て
関
係
機
関
（
石
滝
）
、
鈴
木
知
（
上
君
田
）
、
小

と
連
絡
を
と
っ
て
処
理
し
、
そ
の
結
果
林
裕
子
（
東
本
町
）

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
二
』
一
二
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
臣
一
臣
一
匡
一
臣
一
三
一
一
二
一
一
一
一
二
一
一
二
一
一
一
一
一
一
二
’
’
’
二
一
一
二
’
’
一
一
一
二
一
二
一
一
一
一
一

人
権
擁
護
委
員

赤
十
字
運
動
は
じ
ま
る
内
容
ど
ん
な
問
題
で
も
結
構
で
す
。

こ
と
し
も
５
月
い
っ
ぱ
い
全
国
的
に

乳
児
院
が
開
所

赤
十
字
社
員
増
強
運
動
が
行
な
わ
れ
て

秋
山
地
区
に
同
仁
会
乳
児
院
が
新
築

い
ま
す
。

こ
の
運
動
で
集
め
ら
れ
た
浄
財
は
恵
開
所
し
ま
し
た
。

ま
れ
な
い
人
や
、
災
圭
ロ
救
助
、
血
液
事
次
の
と
お
り
保
育
い
た
し
ま
す
。

募
集
人
員
加
名
位

業
な
ど
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

年
令
０
才
１
３
才
ま
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き
人
権
相
談

市
民
参
加
の
市
政
を
ゞ

５
月
恥
日
（
水
曜
日
）

午
後
１
時
１
３
時
、

中
央
公
民
館

日
立
法
務
局
職
員

期
間
４
月
１
日
よ
り
随
時

保
育
時
間
７
時
如
分
１
５
時
ま
で

保
育
料
０
才
児
３
万
円

１
才
児
２
万
５
千
円

２
才
児
２
万
円

時
間
外
、
宿
泊
保
育
も
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
露
③
６
２
５
１

ーマ

私
た
ち
は
今
、
市
に
何
を
求
め
よ
う

と
し
て
い
る
の
で
・
し
よ
う
か
。
私
た
ち

の
生
活
が
よ
り
豊
か
で
、
よ
り
安
全
で

快
適
な
環
境
、
さ
ら
に
文
化
的
な
諸
要

求
が
満
た
さ
れ
、
生
き
が
い
の
あ
る
生

活
と
新
し
い
価
値
の
創
造
の
条
件
が
備

わ
っ
た
ら
Ｉ
と
い
う
こ
と
は
だ
れ
し
も

願
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
で
は
市
民
一
人
ひ
と
り
の
要
求
を

満
た
す
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
す

す
め
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十

ロ
一
三
・
・
・
二
一
百
二
一
二
口
二
一
一
一
二
二
二
一
雪
二
一
三
凸
二
二
一
一
基
一
二
冒
・
二
宕
言
・
一
言
・
星
二
一
画
畠
二
一
・
“
・
二
二
・
且
二
壱
二
一
］
一
二
・
一
一
一
二
岳
■
字
Ｄ
Ｐ
二
二
・
凸
』
一
二
一
呂
・
二
一
冒
二
二
言
一
二
一
一
呂
當
一
・
』
”
三
一
管
二
二
冒
二
舌
』
呂
二
毒
・
昌
一
二
凸
呈
一
二
・
二
二
二
・
・
二

一
Ⅲ

宮
城
県
人
会
が
発
足
丁
》
脚
’

腿
］
州
“
商
業
統
計
調
査
’
５
月
１
日
か
ら

高
萩
市
在
住
の
宮
城
県
人
会
を
発
一
坐
叫
“
Ⅲ

画
■

足
し
ま
す
。
故
郷
を
共
に
語
っ
た
り

，
、
州
５
月
１
か
ら
商
業
統
計
調
査
が
行
な
こ
の
調
査
は
、
営
業
上
の
秘
密
は
厳
州

壷
ｌ

楽
し
い
集
い
を
企
画
し
て
、
宮
城
県
一
岬
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
「
商
業
の
守
さ
れ
目
的
以
外
は
使
用
し
な
い
こ
と
Ⅷ

画
ｌ

出
身
者
が
よ
り
よ
い
高
萩
市
民
と
し
一
州
国
勢
調
査
」
と
も
い
う
べ
き
国
の
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
調
査
に
ご
協
力
小

￥

て
共
に
手
を
た
ず
さ
え
て
ま
い
り
ま

岬
な
統
計
調
査
の
一
つ
で
す
。
く
だ
さ
い
。

州
調
査
の
対
象
は
、
卸
売
業
、
小
売
業
一
く
わ
し
く
は
庶
務
課
統
計
係
へ
Ⅷ

しよう。↓

‐

連
絡
は
鰯
③
１
２
９
１
佐
川
雅
二
州
飲
食
店
な
ど
の
商
業
を
営
む
方
で
す
。
一
電
話
内
線
２
５
４

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｒ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
１
１
１
Ⅱ
０
０
０
１
一
１
１
１
１
Ⅱ
Ⅱ
０
５
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ⅱ
ｌ
１
１
１

１

Ｌ
ト

１
Ｐ
１

１

Ｌ

ｌ

昭和51年度市政懇談会日程表

＝各地区とも午後6時から＝

月 ｜ 日 ｜ 懇談会場 ｜ 対象地域懇談会場日

月

昭
和
別
年
度
市
政
懇
談
会
は
じ
ま
る

駒木原集会所一
５
14③ 駒木原

商工会館27④ 本町､大和町､春日町

有明町､東本町

５
月
か
ら
駒
木
原
地
区
を
皮
き
り
に
各
地
で

9④ 有明集会所
6
25③ 行人塚集会所 行人塚､石河原

下君田公民館 上､下君田蝿
一
秘

7
石滝集会所 石滝

若栗
分
な
点
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
よ
り

満
足
の
い
く
、
要
求
に
そ
っ
た
施
策
を

す
す
め
る
た
め
に
は
〃
市
が
今
、
何
を

し
よ
う
と
し
て
い
る
か
〃
‐
を
お
知
ら
せ

す
る
だ
け
で
な
く
〃
市
に
何
を
求
め
て

い
る
か
〃
を
知
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切

な
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
市
長
が
市
民

の
皆
さ
ん
の
中
へ
積
極
的
に
足
を
運
び

生
の
声
を
き
く
た
め
、
こ
と
し
も
５
月

か
ら
「
市
政
懇
談
会
」
を
開
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
↑
‐
！

10⑬ 若栗公民館
＝一

③
③
②

０
０
８

２
１
２

８
９

＝ 己

内公民館 秋山、島名

赤浜､上宿城戸場長原田園都市ｾンター

秋山下湫山下公民館

8．|花貫団地集会室 高浜町

'0応大 能公民館大能公民館 大能

11: ' 12③ ド手綱公民館 下手綱

(都合により変更もあります）

善
意
の
た
め
に

Ｏ
立
正
佼
成
会
茨
城
教
会

３
０
０
，
０
０
０
円

○
下
山
田
一
郎
さ
ん

下
山
田
至
孚
さ
ん５

０
０
，
０
０
０
円

下
山
田
さ
ん
は
、
今
回
お
母
さ
ん
の

葬
式
に
際
し
て
、
花
輪
を
辞
退
し
、
生

活
改
善
運
動
に
身
を
以
っ
て
実
践
さ
れ

そ
の
香
典
の
一
部
が
善
意
の
た
め
に
寄

付
さ
れ
た
も
の
で
す
。

下
手
綱
投
票
区
域

の
一
部
変
更

下
手
綱
投
票
区
の
区
域
の
一
部
が
赤

浜
投
票
区
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
、
下
手
綱
公
民
館
で
投
票

し
て
い
た
上
宿
、
城
戸
場
、
長
原
の
方

は
、
次
の
選
挙
か
ら
、
赤
浜
田
園
都
市

セ
ン
タ
ー
で
投
票
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

鞭

善
意
あ
、
が
と
う

｜

I
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一
三

雨
の
中
で
記
念
植
樹
祭

「
緑
を
育
て
守
ろ
う
大
地
」
を
テ
ー
マ

と
す
る
第
”
回
全
国
植
樹
祭
が
、
大
子

町
と
高
萩
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
こ

れ
を
記
念
に
多
賀
林
業
振
興
会
、
高
萩

市
、
高
萩
市
森
林
組
合
、
下
君
田
共
有

林
管
理
委
員
会
が
主
催
で
、
４
月
皿
日

午
前
加
時
か
ら
高
萩
市
大
字
下
君
田
字

石
タ
タ
ラ
の
共
有
林
で
、
あ
い
に
く
の

荒
天
の
中
、
緑
化
推
進
記
念
植
樹
祭
が

開
催
さ
れ
、
茨
城
県
全
国
植
樹
祭
準
備

室
長
を
は
じ
め
、
高
萩
市
長
、
そ
し
て

北
茨
城
市
長
な
ど
関
係
者
約
１
２
０
名

が
出
席
し
記
念
の
樹
種
で
あ
る
杉
を
２

０
０
本
植
え
付
け
ま
し
た
。
ぐ

’
’
８
１
０
１
１
０
０
９
日
″
〃
グ

カ
メ
ラ
・
ル
ボ

グ
ｆ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

樫

蕊
高萩ライオンズクラブ（会長小豆畑隆）は、さる

3月27日午後5時から高萩ピーチガーデンで、高萩

市身体障害者福祉協議会（会長椎名修）と高萩市視

覚障害者福祉協議会（会長田中長兵術）の両団体に

団旗（会旗）を贈りました。

このあと障害者のみなさんとボウリング大会や夕

食会を催し「楽しい1日の夕べ」をおくりました。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
二
団
体
に

団
旗
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

交
通

指

導
隊
を

▼

▲

↑
昭
和
印
年
中
の
交
通
事
故
発
生
は

１
１
’
４
件
で
負
傷
者
１
５
１
名
死
者

３
名
と
事
故
が
多
発
し
て
お
り
ま
す

こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
事
故
を
な
く
し

明
る
い
平
和
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
交
通
安
全
協
会
員
、
市
交
通
係

員
別
名
に
よ
っ
て
、
さ
る
３
月
皿
日

交
通
指
導
隊
を
結
成
し
交
通
安
全
と

事
故
防
止
の
た
め
に
活
や
く
し
て
お

り
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
交
通
事
故
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

、

結
成

る
落
葉
低
木
で
、
葉
は
大
き
く
卵

形
で
先
が
と
が
り
、
二
枚
が
向
き
あ
っ

て
い
る
。
花
は
５
１
６
月
、
葉
の
わ
き

に
２
１
３
個
つ
く
。
筒
形
で
上
部
が
し

だ
い
に
太
く
な
り
、
５
裂
す
る
。
赤
紅

色
で
美
し
く
皇
后
陛
下
に
は
よ
く
こ
れ

を
画
材
と
さ
れ
た
。

花
貫
ダ
ム
附
近
か
ら
見
ら
れ
、
山
手

に
入
る
に
し
た
が
っ
て
多
く
な
る
。
初

め
白
く
、
後
で
赤
く
な
る
種
類
を
単
に

ニ
シ
キ
ウ
ッ
ギ
と
い
う
。
大
能
牧
場
の

土
手
に
し
も
ふ
り
う
つ
ぎ
を
植
え
た
と

念
し
て
、
発
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
王

つ
た
。
高
萩
市
内
に
は
、
那
須
地
方
に
｝

生
育
し
て
い
る
の
が
可
な
り
の
数
一
書
に
の
ぼ
っ
て
い
る
の
が
わ
か
っ
た
罐

そ
の
中
で
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
下

が非常に愛された「ベーーバナ陛一一シキウッギ」を紹介してみ皇よう。この種類は、山地に生天一

え
る
高
さ
２
１
３
獅
で
株
立
に
な
一

ｒ、ざ苛霊デヤュミ冬」、要三十《で、唖ｒ～、ｎＭ涙ｇｑＤ八４Ｖ

w 一一

「
高
萩
の
植
物
」
は
自

然
を
慈
し
ゑ
、
守
っ
て

い
こ
う
と
す
る
人
安
の

愛
着
と
情
熱
に
よ
っ
て

実
っ
た
が
、
陛
下
の
著

書
に
「
隣
接
地
域
の
植

物
の
調
査
が
進
む
こ
と

を
期
待
す
る
」
と
お
述

べ
に
な
ら
れ
て
い
一

る
こ
と
が
大
き
な
皿

機
縁
と
な
り
、
今
一

回
の
植
樹
祭
を
記
型

那
須
Ｌ
）
古
可
一
ｂ
ｕ
Ｉ

那須の植物」がご 縁
い
う
記
録
が
あ
る
が
恐
ら
く
こ
の
植
物

を
植
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
・
‐

「
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
」
は
尾
瀬
や
日
光

が
有
名
だ
が
、
高
萩
に
も
生
育
し
て
い

る
の
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
夏
、
ユ
リ
に

似
た
花
の
咲
く
ノ
カ
ン
ゾ
ウ
の
仲
間
で

あ
る
。こ
、
の
外
、
カ
タ
ク
リ
、
サ
ギ
ソ
ウ
サ

ギ
ス
ゲ
、
マ
イ
ズ
ル
ソ
ウ
、
サ

ワ
ギ
キ
ョ
ウ
、
そ
の
他
多
く
見

篠
ら
れ
る
。
高
萩
で
は
、
す
で
に

〃
」
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ

る
。
高
萩
市
内
に
は
、

弘刀

学
術
的
に
み
て
意
義
深
い
植

Ｉ
一物
物
が
多
い
。
大
切
に
保
護
し
た

い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
き
れ
い

Ｅ↑
に
し
、
ベ
ン
チ
で
も
置
け
ぱ
よ

ノＵ

い
と
い
う
の
は
、
人
間
に
は
あ

狸
り
が
た
い
が
そ
れ
は
目
先
の
こ

制
と
で
、
植
物
に
と
っ
て
は
、
は

Ｊ１
な
は
だ
迷
惑
な
こ
と
で
あ
り
、

種
類
に
よ
っ
て
は
、
生
活
の
場

を
失
な
い
、
絶
滅
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
も
考
え
た
い
。

自
然
を
愛
す
る
友
の
会

萩
の
野
草

高萩産のニツコウキスケ


